
中
世
曹
洞
宗
の
地
方
展
開
と
源
翁
心
昭

石

川

力

山

道
元
下

の
日
本
曹
洞
宗
が
、
今
日
見
ら
れ
る
よ
う
な
全
国
的
規
模
に

発
展
す
る
契
機
と
な

っ
た

の
は
、
道
元
下
四
世

の
峨
山
紹
碩

(
一
二
七

五
-
一
三
六
五
)
 の
会
下
か
ら
排
出
し
た
、
五
哲
あ

る

い
は
二
十
五
哲

と
呼
ば
れ
る
多
く
の
す
ぐ
れ
た
弟
子
達
の
活
動
に
よ
る
、
地
方
教
化
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
寺
院
の
数
そ
の
も
の
は
、
今
日
の

一
万
四
千
数
百
ケ

寺
 
(『延
享
度
曹
洞
宗
寺
院
本
末
牒
』
の
時
点
で
は
、
一
万
七
千
五
百
四
十
九
ケ

寺
)
 に
は
と
う
て
い
及
ば
な
い
が
、
そ
の
地
域
的
な
発
展
の
軌
跡
を
た

ど
る
な
ら
、
ほ
ぼ
今
日
に
近
い
分
布
が
完
了
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
峨
山
下
の
直
弟
子
達
に
よ

っ
て
開
創
さ
れ
た

諸
寺
院
は
、
の
ち
に

「
総
持
寺
直
末
三
十
六
門
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
次

に
二
十
五
哲
に
よ
る
開
創
寺
院
を

一
覧
に
し
て
掲
げ
る
。
(〇
印
は
総
持

寺
五
院
の
開
基
)

僧

名

1

無

底
良

紹

(
一一二
一
六
-
一
三
六

一
)

(2
)
 
太

源

宗

真

(-
一
三
七

一
)

開

創

寺

院

(所
在
地
)

正
法
寺

(岩

手
)

普

蔵
院

(
総
持

寺
)

・
仏
陀

寺

(
石
川
)

3

順
正

4

無
蔵
浄

紹

5

無
際
純
証

(-
一
三
八
一
)

6

無
著
深
智

7

太
山
如
元

8

暁

心

9

普
天
暁
雲

10

無
外
円
昭

(
一
三
一
一
-
一
三
八
一
)

(
1
1
)
 

通
幻
寂
霊

(
一
三
二
二
-
一
三
九
一
)

12

無
等
慧
崇

13

月
泉
良
印

14

無
極
尊
祐

(
1
5
)
 

無
端
祖
環

(-
一
三
八
七
)

自
得
寺

(
富
山
)

皇
徳
寺

・
太
平

寺

(宮
崎
)

・
皇
徳
寺

(
鹿
児
島
)

妙
高
庵

(総
持

寺
)

・
永
沢
寺

(
兵
庫
)

・
聖
興
寺

(
石

川
)

・
竜
泉

寺

(
福
井
)

光
穏
寺

(
富

山
)

補
陀
寺

(秋

田
)
・
大
祥
寺

(
岩
手
)
・
大
円
寺

(
岩

手
)

・
広

沢
寺

(岩

手
)

・
光
明
寺

(
岩
手
)

・
瑞

岩
寺

(山
形
)

・
瑞

雲
院

(山
形
)

・
正
続
寺

(新

潟
)

・
大

通
寺

(千
葉
)

洞

川
庵

(
総
持
寺
)

・
竜

雲
寺

(島
根
)

・
祥
園

寺

(
福
井
)

中
世
曹
洞
宗
の
地
方
展
開
と
源
翁
心
昭
 (石

川
)
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中
世
曹
洞
宗

の
地

方
展

開

と
源
翁
心
昭
 
(
石

川
)

16

道

翌

道

愛

(-
二
二
七
九
)

17

源

翁

心
昭

(
一
三
二
九
-
一
四
〇
〇
)

18

祖

山
良

崇

(
1
9
)
 

大
徹

宗
令

(
一
三
三
三
-
一
四
〇
八
)

20

太

方
紹

勲

(
2
1

)
 

実

峰
良

秀

(-
一
四
〇
五
)

22

良

岳

23

竺

堂

了
源

24

竺

源
超

西

25

天

沢
恵

林

永
徳

寺

(岩

手
)
・
永
林

寺

(
山
形
)
・
永
泉

寺

(
秋

田
)

・
西
光
寺

(
宮
城
)

最
禅

寺

(
秋
田
)
・
永
泉

寺

(
山
形
)
・
正
法
寺

(
山

形
)

・
冷
泉
寺

(
山
形
)

・
常
在
院

・
慶
徳

寺

・
示

現
寺

(
福
島
)

・
安
穏

寺

(茨
城
)

・
泉
渓

寺

(
栃

木
)

・
雲
泉
寺

・
慈

眼
寺

(
新
潟
)

・
退
休

寺

(
鳥

取
)

・
化
生
寺

(
岡
山
)

・
玉
泉
寺

(鹿
児

島
)

伝
法
庵

(
総
持
寺
)

・
向
川
寺

(山
形
)

・
立
川
寺

(富

山
)

・
眼
目
寺

(富

山
)
・
覚
皇
院

(石

川
)
・

大
興
寺

(
静
岡
)
・
護

国
寺

(大
阪
)
・
瑞
泉

寺

(
愛

知
)

永
泉

寺

(
陸
奥
)

如
意

庵

(総
持

寺
)

・
永
祥

寺

(岡
山
)

・
瑞
景

寺

(
岡
山
)

・
正
本
寺

(
岡
山
)
・
霊
松
寺

(
長
野
)
・

総
泉

寺

(
鳥
取
)
・
正
法
寺

(
三
重
)
・
定
光
寺

(
石

川
)

建
福

寺

(
三
重
)

長

谷
寺

(宮
城
)

・
梅
香
院

(
石
川
)

右

に

み

た

二
十

五
哲

の
開

山
所

を

県
別

に
整

理

す

れ

ば
、

陸

奥

(1)
、

秋

田

(3)
、

山

形

(7)
、

岩

手

(6)
、

宮

城

(2)
、

福

島

(3)
、

栃

木

(1)
、

茨

木

(1)
、

千
葉

(2)
、

新

潟

(3)
、

長

野

(1)
、

富

山
(3)
、

石

川

(2)
、

福

井

(2)
、

静

岡

(1)
、

愛

知

(1)
、

三
重

(1)
、

大

阪

(1)
、

兵

庫

(1)
、

鳥

取

(2)
、

島

根

(1)
、

岡

山

(3)
、

宮
崎

(2)
、

鹿

児

島

(2)

と

な

り
、

寺

院

数

に
多

少

の

ば

ら

つ

き

は

あ

る

が
、

四

国

を
除

い
て
東

北

か

ら

九

州

地
方

に
至

る
ま

で
、

ほ

ぼ
平

均

的

に
寺
院
が
開
創
さ
れ
て
い
る
の
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
諸

寺
院
を
拠
点
と
し
て
、
教
線
を
拡
張
し
て
い
っ
た
の
が
、
中
世
曹
洞
宗

の
地
方
展
開
で
あ
つ

た
。

と
こ
ろ
で
、
道
元
に
よ
っ
て
営
ま
れ
た
永
平
寺
僧
団
は
、
終
始
そ
の

出
家
修
道
的
体
質
を
変
え
る
こ
と
な
く
相
続
さ
れ
た
が
、
そ
う
し
た
性

格
か
ら
は
、
決
し
て
地
方
展
開
と
い
っ
た
方
向
に
教
団
が
発
展
す
る
こ

と
は
あ
り
得
な
か

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
永
平
寺
を
出
て
加
賀
大
乗

寺
に
新
天
地
を
求
め
た
、
永
平
寺
三
世
徹
通
義
介

(
一
二
一
九
-
一
三
〇

九
)
の
門
か
ら
出
た
螢
山
紹
謹

(
一
二
六
八
-
一
三
二
五
)
に
よ

っ
て
、

曹
洞
宗
教
団
は
布
教
集
団
と
し
て
生
き
る
新
し
い
道
を
歩
む
こ
と
に
な

っ
た
。
永
平
寺
に
お
い
て
も
、
道
元
の
示
寂
後
、
教
団
の
新
し
い
展
開

を
求
め
て
種
々
の
試
み
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の

一
つ
は
、
永

平
寺
二
代
懐
斐

(
一
一
九
八
-
一
二
八
〇
)
の
命
を
承
け

て
、
土
風
方
俗

に
し
た
が
い
、
時
代
に
即
応
し
た
叢
林
の
規
矩
を
求
め
、
京
都
や
鎌
倉

の
禅
林
を
視
察
し
、
さ
ら
に
入
宋
し
て
彼
の
地

の
諸
山
を
歴
訪
し
た
、

義
介
の
行
動
で
あ
る
。
義
介
は
永
平
寺
に
帰

っ
た
の
ち
、
そ
の
見
聞
し

た
知
識
を
傾
け
て
永
平
寺

の
運
営
に
当

っ
た
が
、
そ
の
め
ざ
し
た
方
向

に
は
、
道
元
に
直
参
し
た
人
達

の
間
に
反
発
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
結
局

そ
の
志
は
、
大
乗
寺
移
錫
後
、

弟
子
の
螢
山
に
受
け
嗣
が
れ
、
日
本
曹

洞
宗
は
確
実
に
そ
の
方
向
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一
方
永
平

寺
は
中
世
を
通
し
て
寂
円
派
の
人
々
に
よ

っ
て

一
流
相
続
さ
れ
、
道
元

以
来
の
仏
道
修
行
の
道
場
と
し
て
の
純
粋
さ
を
保

っ
て
い
く
が
、
そ
の
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経
済
的
基
盤
は
極
め
て
不
安
定
で
、
常
に
興
亡
を
く
り
か
え
す
の
で
あ

る
。
出
世
道
場
と
し
て
の
資
格
の
問
題
等
に

つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
総

持
寺
と
論
争
に
な
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
こ
う
し
た
経
済
的
問
題
も
大

き
く
作
用
し
て
い
る
。

さ
て
、
曹
洞
宗
教
団
は
螢
山
紹
謹
や
峨
山
紹
碩
の
時
代
に
な
る
と
、

純
粋
な
修
道
集
団
と
し
て
の

一
面
も
保
持
し
な
が
ら
、
布
教
集
団
と
し

て
の
性
格
も
強
く
打
ち
出
し
て
ゆ
く
教
団
に
体
質
を
転
換
し
て
い
っ
た

と
い
う
推
測
を
行

っ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
事
象
を
、
峨
山
の
二
十
五

哲
の

一
人

で
あ
る
源
翁
心
昭

(
一
三
二
九
-
一
四
〇
〇
)
を
中
心
に
考
察

し
、
中
世
曹
洞
宗
教
団
史
解
明
の

一
助
と
し
た
い
の
が
本
稿
の
ね
ら
い

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
に
こ
こ
に
源
翁
心
昭
を
取
り
上
げ
た
理
由
が
ま

ず
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
先
の

一
覧
表
を
見
れ
ば

一
目
瞭
然
と
す
る
ご
と
く
、
源
翁
心
昭
開
創
に
な
る
寺
院
が
最
も
多

い

こ
と
が
第

一
の
理
由
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
開
創
寺
院
も
、
北
は
秋
田

か
ら
西
は
岡
山

・
鳥
取
、
さ
ら
に
は
九
州
に
い
た
る
ま
で
、
二
十
五
哲

の
活
動
範
囲
に
、
源
翁
の
活
動
が
そ
の
ま
ま
重
な
る
こ
と
で
あ
る
。
同

じ
峨
山
門
下
と
い
っ
て
も
、
個
々
の
禅
僧
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る

は
ず
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
地
方
展
開
と
い
っ
て
も
、

い
か
な
る
階
層

の
人
々
に
受
け
容
れ
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
大
き

な
問
題

と
な

る
。
そ
の
地
理
的
に
広
範
な
地
域
を
活
動
の
範
囲
と
し
た
源
翁
の
行
動

は
興
味
あ

る
所
で
あ
ろ
う
。

第
二
の
理
由
は
、
源
翁
心
昭

の
伝
記
上
に
見

ら
れ
る
、
他

の
二
十
五

哲
の
諸
師
と
の
家
風
の
違
い
、
あ
る
い
は
性
格

の
相
違
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
那
須
野
ケ
原
の
殺
生
石
退
治

に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
源
翁
心
昭
の
伝
記
に
は
神
異
僧
的
な
性
格

が
特
徴
的
に
附
加
さ
れ

て
お
り
、
源
翁
開
創
の
寺
院
に
は
殆
ん
ど
例
外
な
く
こ
う
し
た
神
異
潭

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

第
三
の
理
由
は
、
第
二
の
理
由
と
も
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
源

翁
派
の
寺
院
に
は
門
参
資
料
が
殆
ん
ど
見
当
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
十
五
哲
の
中
の
主
な
派
、
た
と
え
ば
峨
山

下
の
最
大
門
派
で
あ
る
通
幻
派
に
は
最
も
多
く

の
門
参
資
料
が
伝
承
さ

れ
て
お
り
、
月
泉
派
や
太
源
派
等
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
門
参
の
伝
授
が
あ

っ
た
こ
と
が
歴
然
と
し
て
お
り
、
修
道
生
活
の
中
で
公
案
話
頭
を
拮
提

す
る
禅
が
曹
洞
宗
に
お
い
て
も
盛
行
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
る
が
、

源
翁
派
の
寺
院
に
は
、
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
限
り
で
は
、
門
参
を

一
点

も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
門
参
資
料

と
は
周
知
の
ご
と
く
、

公
案
話
頭
の
捌
き
方
を
記
録
し
た
も
の
で
、
各
門
派
ご
と
の
参
語
と
い

う
意
味
で
門
参
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
何
派
が
ど
の
よ
う
な
公
案
の
処

理
の
仕
方
を
す
る
か
は
、
お
互
い
に
極

め
て

重
大
な
関
心
事

で
あ

っ

た
。
源
翁
派
に
そ
れ
が
見
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
果
た
し
て
何
を
意

味
す
る
も
の
か
。
中
世
源
翁
派
の
諸
師
達
は
い
か
な
る
修
道
生
活
を
送

っ
た
の
か
等

の
問
題
が
出

て
く

る
。
通
幻
寂
霊

(
一
三
二
二
-
一
三
九

一
)
の
叢
林
に
は
活
埋
院
の
話
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
峻
厳

な
修

中
世
曹
洞
宗

の
地
方
展
開

と
源
翁
心
昭
 
(
石

川
)
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中
世
曹
洞
宗

の
地
方
展
開
と
源

翁
心
昭
 
(
石

川
)

道
生
活
が
髪
髭
さ
れ
る
が
、
源
翁
の
寺
院
に
は
そ
う
し
た
話
は
殆
ん
ど

出
て
来
ず
、
や
は
り
神
異
課
が
多
い
。
源
翁
は
後
に
総
持
寺

一
門
よ
り

損
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
性
格
が
曹
洞
宗
教

団
に
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
研
究

は
、
源
翁
心
昭
の
開
創
寺
院
が
ほ
ぼ
全
国
に
ま
た
が
っ
て
い

る
こ
と
か

ら
、
史
料
調
査
も
ま
だ
す

べ
て
完
了
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

中
間
報
告

と
い
っ
た
も
の
に
し
か
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
文
献
的
に

見
る
べ
き
も
の
が
殆
ん
ど
発
見
で
き
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
割
に
は
伝

説
的
な
事
象
が
諸
地
域
に
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
民
衆
に
受
け
容

れ
ら
れ
た
宗
教
者
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
「
源
翁
さ
ん
」
の
話

と
し
て
、
そ
の
地
域
の
人
に
よ

っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ

て
、
源
翁
心
昭
研
究
は
、
文
献
学
的
に
行
う
よ
り
、
宗
教
学
的
に
処
理

し
た
方
が
む
し
ろ
有
効
な
処
理
方
法
が
み

つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
た

 
へ

と
え
ば
、

山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
の
永
泉
寺
は
、
も
と
鳥
海
山
中
に
あ

っ
た
慈
覚
大
師
開
創
の
寺
で
、
応
永
年
中
の
源
翁
再
興
の
寺
院
で
あ
る

が
、
永
泉
寺
の
七
不
思
議
な
る
も
の
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、

一
、
源
翁
和
尚
、
今
も
不
思
議
の
威
徳
を
現
は
し
給
う
こ
と
。

一
、
稲
荷
大
明
神
が
異
変
を
予
告
し
給
ふ
こ
と
。

一
、
興
教
山
神
、
開
祖
の
血
脈
を
受
け
て
弟
子
と
な
り
、
永
く
当
山

を
守
り
て
火
盗
の
災
な
か
ら
し
む
る
こ
と
。

一
、
慈
覚
大
師
、
天
に
祈
り
た
る
霊
感
水
は
、
身
の
邪
気
を
払
ひ
自

然

に
長
命
す
る
こ
と
。

一
、
慈
覚
大
師
悪
竜
降
伏
御
加
持

の
灰
を
所
持
す
れ
ば
、
悪
虫
の
害

を
免
る
る
こ
と
。

六
、
竜
灯
杉
の
霊
火
は
、
最
も
神
秘
で
あ

っ
た
と
云
ふ
こ
と
。

七
、
開
祖
の
戒
め
を
守

っ
て
、
無
声
池
の
蛙
は
声
を
出
さ
ぬ
こ
と
。

と
い
う
も

の
で
あ
る
が
、
秋
田
県
湯
沢
市

の
最
禅
寺
は
、
嘉
慶
元
年

(
一
三
八
七
)
、
源
翁
の
開
創
寺
院
で
、
や
は
り
三
不
思
議
な
る
伝
説

が

あ
り
、

そ
れ
は
、

一
、
蛙
は
鳴
か
ず
。

一
、
蜘
蛛
は
糸
を
ひ
か
ず
。

一
、
雨
は
音
せ
ず
。

と
い
う
も
の
で
、
明
ら
か
に
あ
る
種
の
共
通
点
を
存
し
て
い
る
。

ま
た
、
鳥
取
県
の
退
休
寺
や
岡
山
県
勝
山
町

の
化
生
寺
に
は
、
江
戸

期
に
は
じ
ま
る
と
思
わ
れ
る
が
、
狐
付
き
を
下

ろ
す
修
法
が
伝
え
ら
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
、
し
か
も
ご
く
近
年
ま
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
と

い
う
。

こ
れ
は
、
那
須
野
ケ
原
の
殺
生
石
の
前
身
が
、
イ
ン
ド
よ
り
中

国
を
経
由
し
て
日
本
に
渡
来
し
た
白
面
金
毛
九
尾

の
狐
で
あ
っ
た
と
い

う
伝
説
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

こ
う
し

た
伝
説
か
ら
考
え
て
も
源
翁
派
の
民
衆
教
化
は
、
極
め
て
実
際
的
な
民

衆

の
要
求
に
答
え
る
形
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。さ

て
そ
れ
で
は
、
源
翁
は
い
か
に
し
て
こ
の
よ
う
に
多
く
の
寺
院
を

建
立
し
、
曹
洞
教
団
展
開
の
拠
点
を
確
立
し

て
い
っ
た
の

で
あ

ろ
う
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か
。
多
く

の
霊
験
諏
や
神
異
潭
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
す

れ

ば
、
直
接
民
衆
層
に
受
け
容
れ
ら
れ
た
か
に
見
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
逆

に
、
ま
ず
在
地
の
領
主
層
、
国
人
層
に
迎
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
民
衆
層

に
溶
け
こ
ん
で
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
伯
善
退
休
寺
は
春

日
山
城
主
箆
津
豊
後
守
忠
敦
、
結
城
安
穏
寺
は
城
主
結
城
直
光
、
常
在

院
は
白
河
城
主
、
慶
徳
寺
は
会
津
領
主
芦
名
詮
盛
の
外
護
を
受
け
て
開

創
維
持
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
領
主
層
の
源
翁
外
護
の
意

図
を
推
測
す
る
な
ら
、

そ
れ
は
機
能
的
な
民
衆
支
配
を
目
的
と
し
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
殺
生
石
の
話
や
、
石
工
達
が
鉄
鎚
を

「
ゲ
ン
ノ
ウ
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
源
翁
や
そ
の
門
下
に
は
、

石
工
や
山
の
民
と
の
関
係
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
指
摘
が
あ

る
が

(『結
城
市
史
』
巻
四
)
、
こ
う
し
た
職
能
集
団
を
統
率
で
き
る
源
翁

を
外
護
す
る
形
で
支
配
下
に
お
く
こ
と
は
、
領
主
層
の
民
衆
支
配
に
は

極
め
て
有
効
に
機
能
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
種

々
の
神
異
諺
に
見
ら

れ
る
源
翁
の
カ
リ
ス
マ
的
人
格
は
、
そ
の
非
日
常
性
の
故
に
、
民
衆
心

理
を
吸
収
す
る
の
に
極
め
強
く
作
用
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
指
摘
さ

れ
る
所
で
あ
り
、
(湯
浅
泰
雄

「日
本
思
想
史
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
あ
り
方

を
め
ぐ
っ
て
」
『東
洋
学
術
研
究
』
21
-
1
)
源
翁
伝
説
が
今
日

で
も
生
き

て
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
そ

れ
は
理
解

で
き
る
。
そ

し

て
、
そ
の
カ
リ
ス
マ
性
の
背
景
は
、
修
験
道
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
永

泉
寺
開
創
縁
起
に
見
ら
れ
る
、
鳥
海
山
中
住
庵
の
事
跡
は
、
ま
さ
し
く

修
験
の
峯
入
り
修
行
で
あ
り
、
退
休
寺
や
化
生
寺
に
伝
え
ら
れ
る
狐
愚

き
下
と
し
や
調
伏
は
、
修
験
道
に
特
徴
的
な
行
法
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

温
泉
や
塩
井
の
発
見
、
水
の
涌
出
の
事
跡
な
ど
は
、
鉱
脈
な
ど
の
発
見

も
よ
く
す
る
修
験
者
に
し
て
始
め
て
可
能

で
あ

っ
た
。
そ
し

て
そ
れ

は
、
源
翁
派
そ
の
も
の
の
歴
史
的
性
格
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ

い
。
源

翁
自
身
の
修
験
的
要
素
は
、
越
後
国
上
寺
時
代
に
培
わ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

い
っ
た
い
、
修
験
道
と
禅
宗
、
特
に
曹
洞
宗
は
、
そ
の
山
岳
修
行
的

性
格
か
ら
も
極
め
て
近
い
関
係
に
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
種

々
の
加
持

祈
濤
や
護
符
に
関
す
る
切
紙
に
も
共
通
の
も
の
が
存
し
、
具
体
的
な
交

流
の
軌
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
禅
宗
の
側
か
ら
は
、
修
験

道
と
は
明
確
に

一
線
を
画
し
て
い
た
が
、
源
翁
派
に
は
伝
統
的
に
、

こ

う
し
た
意
味
で
の

一
線
を
画
す
る
意
識
が
薄
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

た
だ
し
筆
者
は
、
源
翁
心
昭
が
実
は
修
験
の
行
者
で
あ

っ
た
な
ど
と

主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
や
は
り
源
翁
は
、

一
見
禅
僧
ら
し
か
ら
ぬ

性
格
を
内
包
し
な
が
ら
、
身
は
法
体
、

口
に
は
道
元
の
児
孫
を
標
榜
す

る
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
禅
僧
で
あ

っ
た
と
見
る
。

こ
の
よ
う
な
あ
り
方

こ

そ
、
む
し
ろ
、
地
方
に
展
開
し
た
禅
僧
の
力
強

い
実
態
を
示
す

一
事
例

で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(駒
沢
大
学
講
師
)

中
世
曹
洞
宗

の
地
方
展
開

と
源
翁
心
昭
 
(
石

川
)
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